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皆様、明けましておめでとうございます。

ご家族おそろいでよいお正月を迎えられた

ことと思います。昨年はアテネオリンピッ

ク、夏の猛暑や台風、新潟中越地震、凶悪犯

罪など、さまざまなことがありました。皆様

方には相次いで上陸した台風に、多大な被害

を受けられた方もおられたことと思います。

また鳴Fヨ市ボランテイア連絡協議会(鳴∨

協)におきましても、皆様方のご支援・ご協力

をいただき活動することができましたこと

を心より感謝申し上げます。

鴫門市内に新 NPO法人が誕生しました。

平成 16年度 3番目の法人設立です。以下に

理事長のごあいさつを紹介します。

NPO法人「はみがきエイ ド」

理事長 矢竹まゆみ

健康への第一歩は毎日の食事です。おいし

く食べるためには、お□の環境を整えること

が大切です。お□は息をしたり、食べたりと、

生活していく上でなくてはならない道具なの

さてボランテイア活動には、これまでの福

祉領域を対象とした活動から、平成 10年
12月 1日から施行された NPO法にも表れ

ているように、その活動領域はきわめて広範

囲なものとなつています。

鳴門市でも、市民の社会貢献活動への関心

はいっそう高まり、活動に参加する市民も飛

躍的に増力0してきたのではないでしょうか。

鳴 ∨協においても、ボランテイア活動団体、

NPO活 動団体、地域づ<り活動団体などと

常に連携・連帯を胸に、各団体のさまざまな

意見を取り入れ、活動を展開していきたいと

考えています。

最後に、本年も皆様が健康であることを願

い、新年のあいさつにさせていただきます。

で、お□という道具を快適に同十年と使い続

けるためには、日々のお手入れが必要です。

しかし、一人ひとりの年齢や生活環境が異な

るためにお手入れの方法も多種多様となり、

繊細なテクニツクが必要な歯磨きや、生活環

境改善などの個人に適切な配慮がなされた情
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報の伝達はまだまだ不足しています。
|□

中細菌が引き起こすさまざまな病気を
予防し、再発を防ぎ、全身の健康を目指すた
めには、毎日の自己清掃と介護士などの他職

種の人や家族による歯磨きに加えて、専門家
である歯科衛生主または歯科医師が定期的
に行う□1空ケアと連携して継続してい<こ
とが効果的かつ理想的な方法です。しかしな
がら「予防」には関心が低 <、 ほとんど実施

されていないのが現状です。
1私たちは歯科衛生士として、お子さん、妊

婦さん、お年寄り、障害のある方、そのご家

族に対する□腔衛生の普及・啓発や福祉活動

に取り組み、また□腔介護支援者の方たちに

も技術や知識が伝えられるように賛成講座

を開いて、一人ひとりが清潔で健康的な□1空

環境を保つことで、明る<楽しい自立した日

常生活を送れるようにお手伝いをしていま

す。

事業案内 1.□腔ケア事業(高齢者、障
害者)

2.はみがき指導
3.□腔介護支援者賛成事業

連絡先  〒 772-0031
大津町木津野蒲の越23番地 1

8 090-6286-2744
FAX 685-7889
担当 矢竹まゆみ

平成 16年 11月 13・ 14日に徳島大
学常三島キャンパスにおいて「第4回と<
しまNPOフ ォーラム」が開催されまし
た。このたびの大会は「第3回四国NPO
フォーラム」を兼ねていたので、県外から

ドrヵκ7ティ
NPO法人「地域交流の会コスモスはうす」

12月 19日、ドイツ館に勤務されている
ドイツ人のマティアスさんに「コスモスはう
す」へ来ていただきました。最初、新川先生
のキーボード伴奏による「野ばら」をドイッ
語で独唱、その後 20分程度の講演をしてい
ただきました。請演では「 ドイツにおける社
会保障」、特に介護や年金のことについて、
詳細な数値をあげながら流暢な日本語で説
明され、部屋の中は拍手喝采の渦となりまし
た。

マティアスさんとの交流は「コスモスはう
す」では最初の国際交流となり、ボランティ
アの人たちにも国際的な視野に立つて活動
しているという自信と誇りになったようで

す。なお当日は、ゴミ問題のこと、コスモス
の花のこと、板東の町や町の人たちのこと、
マティアスさんの家族のこと、大学生のこと
などについてお聞きし、楽しい語らいの時間
を過ごしました。

も多数の参加者があり、総勢 330名を超え
る大盛会でした。

初日には「さわやか福祉財団」の理事長で
ある堀田力氏の基調講演と、四国各県代表に
よるフリップ 。ディスヵッションがありまし
た。堀田理事長は「尊厳」をキーワードとし、
全ての福祉活動は「人間の尊厳」が基本にな
ることを力説されました。そして幾つかのエ
ピソードを交えながら、ボランティア活動の
真髄を分かりやす<楽し<解説されました。

二日目は6つの分科会に分かれ、各テーマ
に対する参加者の思いや考えを熱<語り含
いました。二日間を通して、参加者は互いに
助け含い、支えあい、分かち合うことを共感
したすばらしい大会でした。
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市民の皆さん方のポランテイア活動などを支援・促進する「鴫門市社会貢献活動の促進に

関する条例」が昨年 12月、第 4固定例市議会で議決・制定され、本年 4月 1日から施行さ

れることになりました。条例の制定にあたり、市ではNPO法 人やボランテイア団体、コミ

ュニティ団体、社会福祉関係組織、社会教育団体、商工団体の代表の方々にご意見をいただ

きました。条文の全文は次のとおりです。

鴫門市社会貢献活動の促進に関する条例

私たちのまち鳴門は、古<から京阪神と四国を結ぶ交通の要衝として栄えてきた。また、渦潮を

はじめとする豊かで美しい自然や、その恵みを生かした産業、温かい人情、歴史的文化遺産を引き

継いできた。

今、鴫P5は神戸淡路鴫門自動車道の全線開通や四国横断・縦買自動車道の整備の進展、徳島空港

の充実など、広域高速交通網の進展により、四国と本州の交流拠点都市として成長・発展してい<

ことが、大きく期待されている。また、地方分権の時代を迎え、高度情報化、国際化、少子高齢化

の進展、並びに個人の価値観及び生活スタイルの多様化といつた大きな潮流の中で、私たちを取り

巻<社会環境も急速に変化しつつある。

これに伴い、地域社会が抱える課題も多岐にわたり、現在の社会システムではこれらの課題に十

分に対応できない状況も生じてきている。このような状況の中で、近年、幅広<繰り広げられてき

た社会貢献活動は、地域社会の課題に柔軟に、かつ、きめこまやかに対応する活力として、大きな

期待を集めている。

ここに、私たちは、市民、社会貢献活動団体、事業者、行政等の地域社会の構成員が、自らの選

択と責任を持つて協働し、互いに助け支え合うことで、こうした社会貢献活動をいっそう促進する

ことにより、一人ひとりが輝き、豊かさを実感できるまちづ<り、ひいては、これまでにもまして

国内外に誇れるまちづ<り を目指し、この条例を制定する。

(目的)

第一条 この条例は、社会貢献活動の促進について、基本理念を定め、並びに市の責務並びに市民、

社会貢献活動団体及び事業者の役割を明らかにするとともに、社会貢献活動の促進に関する基本

となる事項を定めることにより、社会貢献活動を総合的に促進し、もって市民一人一人がいきい

きと輝き、豊かさを実感できるまち、夢と希望と活力に満ちたまちの実現に寄与することを目的

とする。

(定義)

第二条 この条例において「社会貢献活動」とは、営利を目的とせず、不特定かつ多数のものの利

益の増進に寄与することを目的として、自発的に行われる活動であつて、次の各号のいずれにも

該当しないものをいう。

① 宗教の教義を広め、儀式行事を行い、及び信者を教化育成することを主たる目的とする活動

② 政治上の主義を推進し、支持し、又はこれに反対することを主たる目的とする活動

③ 特定の公職 (公職選挙法 (昭和二十五年法律第百号)第三条に規定する公職をいう。以下同

じ)の候補者 (当該候補者になろうとする者を含む)若 しくは公職にあるもの

又は政党を推薦し、支持し、又はこれらに反対することを目的とする活動



2.この条例において「社会貢献活動団体」とは、社会貢献活動を主たる目09と して継続的に行

う法人その他の団体をいう。                     :
(基本理念)

第三条 社会貢献活動の促進に当たっては、社会貢献活動の自発性が尊重されるとともに、自立性

が確保されるように配慮しなければならない。

2.市民、社会貢献活動団体、事業者及び市は、社会貢献活動が豊かな地域社会の形成に向けて果

たす役割を認識し、相互理解に基づ<対等な関係の下に協働し、その発展に努めるものとする。

(市の責務)

第四条 市は、前条に定める社会貢献活動の促進についての基本理念 (以下「基本理念」という。)

にのつとり、社会貢献活動の促進に関する必要な施策の実施に努めなければならない。

(市民の役割)

第五条 市民は、基本理念にのつとり、社会貢献活動の意義についての理解を深めるとともに、社

会貢献活動に積極的に参加するように努めるものとする。

(社会貢献活動団体の役割)

第六条 社会貢献活動団体は、基本理念にのつとり、社会貢献活動を行うとともに、その活動に関

する情報を積極的に/AN開することにより、社会貢献活動に対する市民の理解を得るように努める

ものとする。

(事業者の役割 )

第七条 事業者は、基本理念にのつとり、地域社会の構成員として、社会貢献活動が円滑に推進さ

れるように支援する等により、社会貢献活動の促進に努めるものとする。

(市民の理解の促進 )

第八条 市は、社会貢献活動への市民の理解を深めるため、啓発活動、学習機会の提供その他の必

要な措置を講するものとする。

(情報の提供)

第九条 市は、社会貢献活動への市民の参加を促進するため、情報の提供その他の必要な措置を講

するものとする。

(人材の育成)

第十条 市は、社会貢献活動を促進する人材を育成するため、研修の機会の提供その他の必要な措

置を請するものとする。

(交流及び連携の促進)

第十一条 市は、市民、社会貢献活動団体及び事業者の相互の交流及び連携を促進するため、必要

な措置を講するものとする。

(拠点機能の整備)

第十二条 市は、社会貢献活動の促進に関する施策を総合的かつ効果的に推進するため、社会貢献

活動を促進するための拠点となる機能の整備及び充実に努めるものとする。

(税制上の措置)

第十三条 市は、社会貢献活動を促進するため、必要な税制上の措置を講するように努めるものと

する。

(補則)

第十四条 この条例に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事項は、市長が別に定める。

付則

この条例は、平成十七年四月一日から施行する。

ヽ



第9口うずし出福祉フェスティパ′Lを開催して

同フェステイパル実行委員会事務局長 新居 顕三

うすじお福祉フェスティバルは、鳴門市内

において障害児および障害者の福祉向上の

ために日々努力されておられる方々が、ノー

マライゼーシヨンの福祉理念を市民意識と

して広げることを目的に、平成8年から人権

教育の一環として始めた市民による手づ<
りの福祉啓発事業です。今年は第9回目の開

催を迎えるにあたつて、事業の内容を一層充

実させるため、新たに高齢者の介護保険施設

にも参加を呼びかけることになりました。各

施設の関係者は私たちの呼びかけに快<応
じて<ださり、「障害 (児)者・高齢者文化作品

展」として今まで以上に充実したコーす―を

設けることができました。会場には施設の利

用者の方々もお出で<ださり、展示された作

品を熱心に鑑賞していました。

おかげさまで「第9回うすしお福祉フェス

ティバル」も多<の関係者のご協力により盛

会のうちに終えることができました。次回に

は施設利用者による作品の即売コーす―を

設けるなどして、より充実したものに発展さ

せたいと思つています。実行委員会といたし

動物とふれあう子どもたち

ましても、ますます努力してまいりますの

で関係者の方々の一層のご協力をお願い

いたします

来年度はいよいよ 10回日という記念す
べき年を迎えます。それに向けて皆さん方

のご意見 。ご要望がありましたら事務局ま

でお申し出<ださい。事務局は下記のとお

りです。

地域生活支援センター オリープの木

8  685-5524
FAX (IX,-5497

'ぼ
■な

'覆'製
■ぼ■ぼ■ゲ雪辱量轟T辱

'響'覇
雪機

'■
三ギ雪ば

'等'蒻
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申暴
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「児童テイサービス●BIん J

NPO法人「子どもの発達研究室きりん」

理事長 椎野広久

指導研究のための小さな活動を始めては

や 10年。ようや<社会に認知され始めた言

葉 LD(学習障害)、 ADHD(注意欠陥多動性陣

害)、 HFPDD(高機能広汎性発達障害)は、普

通学級の児童を対象とした特別支援教育の

始まリヘとつながりました。さまざまな事例

に出会いながら、幼児期の掲導が学齢期の学

習態度にいかに影響を及ぼすか、そして早期

からの取り組みが豊かな保育、教育、家庭生

活に導くことを実感し、ますます活動の重要

性を痛感しています。そして鳴門教育大学と

関わりの深かつた所で、児童デイサービ事

業をスタートする運びとなりました。

これも小さな活動ではありますが、一人

ひとりの子どもを大切に育ててい<こと

を、関係する人々とゆつ<り話し合い、実

践できる場所として活動展開できること

を願つています。児童デイサービス事業の

ご利用は、鴫門市役所高齢障害福祉課担当

者にご相談<ださい。

場所 撫養町小桑島字西 65番地

連絡 TEL/FAX 088-686-1011

始動時間 9:30～ 11:30
担当 佐藤智恵

徳島市のNPO法人「子どもの発達研究

室きりん」が、このほど撫養町小桑島に

児童デイサービスの活動拠点を設立し

ました。理事長の椎野広ス氏から次のよ

うなあいさつ文が寄せられています。

―      /



活‐勤 報‐告

毎 週 間 く太 麻 土 曜 市
NPO法人「まちづ<リサークル大麻」

私たちの NPOは、大麻土躍市の運営を通

じて、まちの賑わいづ<り を進めようと毎週

活動しています。すでに70回以上の “土曜

市"を開き、直営の「あさとリコーす―」や

「鴫門の特産品コマナー」をはじめ、毎週

30～40の出店があります.

大麻土曜市は、大麻比古神社の広い駐車場

に出店街ゾーンと駐車スペースをとり、大き

な楠を活かすレイアウトにしてイベントス

テージを奥の中央に設け、両手を伸ばすよう

に店を配置しています。

出店者の内訳は、野菜を扱う店をはじめ、

果物、衣料、骨董工芸品、金物道具類、花・

植木、盆栽、鮮魚・塩干物のほか、軽飲食類

として天ぶら、お好み焼き、たこ焼き、おで

ん、焼き芋、業子、大判焼きなど、縁日?の
ような楽しさを味わうことのできる「市」で

あります。

この「市」の特徴は、大麻山のふもとの豊

かな自然の中で、ゆつたりした気分を味わう

ことができることです。来場される人の中に

は、一番札所へ来て足を伸ばしたという神戸

から来た方や、大麻比古神社へお参りにこら

れた淡路からの人など遠方からの方があり、

観光市への足がかりになるものと期待して

います。さらにペットのワンちゃんと一緒に

買い物をしたり、イベントステージで歌つた

り、オークションでお目当ての品物を手に入

れて笑顔で帰るお客様の姿を見ることがあ

ります。今年はさらに活動に磨きをかけて、

新鮮な野菜の供給で日々の暮らしに役立て

るとともに、ウオーキングや探鳥会の立ち寄

り場として楽しんでいただけるようにした
いものです。今年は 1月 8日をスタートに、

毎週土曜日 8:○○～14:OOま で開いていま

す。ぜひお越し<ださい。

「ふ<ろうの森」

文 学 教 室

「 モ ラ エ ス の 生 涯 」

日 時 :平成 17年 2月 18日 (金)

13:30～ 15:30
場 所 :市立図書館2F
内 容 :モラエスの徳島時代を中心に

その生涯を語る

講 師 :林 啓介さん (「ふ<ろうの森」

会員)

対 象 :一般 (興味ある方ならどなたで

も参加できます)

参加費 :100円 (当日受付にて集金)

信
頼
さ
れ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
七
つ
の
条
件

（
そ
の
二
）

「特
定
の
経
営
資
源
の
み
に
依
存
せ
ず
、

財
政
面
で
自
立
し
て
い
る
こ
と
」

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
経
営
は

「人
、
も
の
、
金
、
情

報
」
な
ど
、
多
様
な
経
営
資
源
に
よ
っ
て
進

め
ら
れ
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
市
民
の
自
発

性
を
大
切
に
し
て
発
足
し
て
い
ま
す
の
で
、

で
き
る
だ
け
自
由
度
の
高
い
自
立
し
た
経
営

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
特
に
財
政

面
で
は
、
特
定
の
経
営
資
源
の
み
に
依
存
せ

ず
、
会
費
や
寄
付
金
収
入
、
自
主
事
業
収
入

な
ど
の
安
定
し
た
財
源
と
、
受
託
事
業
収
入

や
補
助
金

・
助
成
金
収
入
な
ど
の

一
時
的
で

は
あ
る
が
、
ま
と
ま
り
の
あ
る
財
源
と
の
パ

ラ
ン
ス
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

と
り
わ
け
昨
今
の

「協
働
」
の
名
の
も
と

で
、
増
加
す
る
行
政
な
ど
か
ら
の
委
託
事
業

に
関
し
て
は
、
設
立
目
的
と
の
整
含
性
の
検

討
や
提
示
さ
れ
た
条
件
に
つ
い
て
交
渉
し
て

い
け
る
力
量
が
重
要
で
す
。

（
民
間
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
セ
ン
タ
ー

将
来
を
展
望
す
る
会
）

―

―
― ―

    ―


